
　
　
　

浜
田
市
市
民
憲
章（

平
成
18
年
10
月
１
日
制
定
）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

　

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

こ
の
憲
章
を
定
め　

力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り　

よ
い
習
慣
を
育
て

　
　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

心
身
の
健
康
に
心
が
け　

明
る
い
家
庭
を
築
き

　
　

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
と
誇
り
を
も
ち

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

郷
土
を
愛
し　

教
養
を
高
め

　
　

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

高
齢
者
を
う
や
ま
い　

こ
ど
も
を
は
ぐ
く
み

　
　

み
ん
な
が
助
け
合
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

　
　

お
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
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次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

《
法
務
大
臣
感
謝
状
》

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
民

間
協
力
者

　

長
浜
社
中
子
供
神
楽

《
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
》

保
護
司

　

小
松
ミ
チ
子
（
周
布
町
）

内
助
功
労
者

　

森
福
冨
士
子
（
黒
川
町
）

《
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

表
彰
》

更
生
保
護
女
性
会
員

　

髙
木
禮
爲
子
（
相
生
町
）

《
島
根
県
知
事
感
謝
状
》

保
護
司

　

益
長　
　

始
（
長
浜
町
）

《
中
国
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰
》

保
護
司

　

齋
藤
奈
美
子
（
三
隅
町
三
隅
）

《
中
国
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
感
謝
状
》

更
生
保
護
女
性
会
員

　

串
﨑　

幸
江（
金
城
町
上
来
原
）

《
中
国
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表

彰
》

保
護
司

　

丸
山　
　

稔（
三
隅
町
向
野
田
）

小
林　

國
雄
（
旭
町
木
田
）

鹽
谷　

法
顕
（
三
隅
町
岡
見
）

後
藤　

直
樹
（
三
隅
町
井
野
）

江
木　

修
二
（
朝
日
町
）

岡
本　
　

隆（
金
城
町
宇
津
井
）

新
山　
　

弘
（
松
原
町
）

高
村
美
都
子（
三
隅
町
古
市
場
）

《
中
国
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

表
彰
》

更
生
保
護
女
性
会
員

　

竺
川　

久
枝
（
金
城
町
久
佐
）

　

伊
藤　

鈴
美
（
国
分
町
）

《
松
江
保
護
観
察
所
長
表
彰
》

保
護
司

　

塚
本　

朝
代
（
金
城
町
小
国
）

　

野
上　

美
登（
三
隅
町
下
古
和
）

《
松
江
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
》

更
生
保
護
女
性
会
員

　

金
田
美
智
子
（
紺
屋
町
）

　

曽
利
早
美
枝
（
河
内
町
）

　

城　
　

悦
子
（
黒
川
町
）

《
島
根
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表

彰
》

保
護
司

　

牛
尾　
　

充
（
熱
田
町
）

　

佐
々
木
美
雪
（
旭
町
丸
原
）

　

松
本
喜
久
惠（
三
隅
町
西
河
内
）

（
本
庁
地
域
福
祉
課
）

更
生
保
護
制
度
施
行
60
周
年
記
念

　

第
22
回
島
根
県
更
生
保
護
大
会
表
彰

　

調
査
期
間
中
は
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
対
象　

市
内
の
全
製
造
事
業

所
調
査
期
間　

12
月
中
旬
〜
平
成
22

年
1
月
中
旬

調
査
基
準
日　

12
月
31
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
務
課
統

計
係
（
☎
内
線
３
２
０
）

統計調査
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

12
月
29
日
㈫
〜
平
成
22
年

１
月
３
日
㈰
ま
で
閉
庁
し
ま

す
。　
　
　
（
本
庁
総
務
課
）

日
曜
窓
口

　

平
成
22
年
１
月
３
日
㈰

は
、
開
設
し
ま
せ
ん
。

証
明
書
自
動
交
付
機

　

12
月
29
日
㈫
〜
平
成
22
年

１
月
３
日
㈰
ま
で
利
用
で
き

ま
せ
ん
。（本

庁
総
合
窓
口
課
）

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務

春
秋
叙
勲

瑞
宝
中
綬
章

河村博文さん
（熱田町）
○教育研究功労

瑞
宝
双
光
章

金村冨美子さん
（港町）

○看護業務功労

瑞
宝
単
光
章

下垣 女さん
（日脚町）

○統計調査功労

平島啓三さん
（三隅町湊浦）
○消防功労

総
務
大
臣
表
彰

和田敏女さん
（松原町）
○統計功績者

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

河村憲治さん
（高田町）
○消防功労

文
部
科
学
大
臣
表
彰神山典之さん

（錦町）
○地域文化功労者

おめでとうございます
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国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
で
あ

る
石
州
半
紙
が
、
第
１
回
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
決
定
し
た

こ
と
を
受
け
、
11
月
７
日
㈯
に
記

念
式
典
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
決
定
の
意
義
や
継
承
・
振
興

に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

石
州
半
紙
に
つ
い
て
は
、
今
日

の
社
会
的
な
環
境
変
化
に
よ
っ

て
、
後
継
者
や
原
材
料
不
足
な
ど

の
問
題
が
あ
る
中
で
、
こ
の
貴
重

な
伝
統
技
術
を
保
存
・
伝
承
す
る

た
め
に
、
石
州
半
紙
技
術
者
会

（
会
員
５
人
）
の
皆
さ
ん
が
、
懸

命
な
努
力
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

世
界
各
国
に
お
い
て
も
、
様
々

な
無
形
の
文
化
が
、
急
速
に
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
、
わ
が
国
を
含
め
、

大
変
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
９
月
28
日
か
ら
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
の
ア
ブ
ダ
ビ
に
お
い

て
、
第
４
回
政
府
間
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
９
月
30
日
に
「
人
類
の

無
形
文
化
遺
産
の
代
表
的
な
一
覧

表
」
へ
の
記
載
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。 石

州
半
紙
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

決
定
に
つ
い
て

　

第
１
回
の
無
形
文
化
遺
産
で

は
、
１
１
１
件
の
提
案
が
あ
り
、

世
界
で
は
76
件
、
そ
の
う
ち
国
内

で
は
13
件
が
記
載
さ
れ
、
石
州
半

紙
は
そ
の
１
つ
と
し
て
世
界
に
認

知
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
記
念
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
無
形
の
文
化
を
評
価

し
た
り
、
序
列
を
定
め
た
り
す
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多

様
性
と
創
造
性
を
尊
重
す
べ
き
も

の
と
し
た
上
で
、
こ
の
た
び
の
記

載
を
契
機
に
世
代
か
ら
世
代
へ
と

継
承
さ
れ
、
再
現
・
利
用
さ
れ
て

い
く
無
形
の
文
化
の
重
要
性
を
広

く
認
識
し
て
い
く
取
り
組
み
が
、

重
要
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
州
半
紙
は
日
本
の
み

な
ら
ず
、
世
界
の
文
化
財
を
修
復

し
、
保
存
す
る
上
で
重
要
で
あ
る

こ
と
や
、
石
州
半
紙
に
は
芸
術
家

を
魅
了
す
る
力
強
さ
が
あ
る
な

ど
、
郷
土
の
宝
と
し
て
残
し
な
が

ら
も
、
新
し
い
石
州
半
紙
の
魅
力

を
探
り
、
開
発
す
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
昨
年
の
10
月
に
石
州

半
紙
の
継
承
・
普
及
・
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
、
石
州
和
紙
会
館

を
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
石
州
半
紙
技
術

者
会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
の

伝
統
技
術
を
支
え
、
普
及
・
活
用

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
１
つ
と
し
て
、
市
内
の
子

ど
も
た
ち
が
、
世
界
に
誇
る
石
州

半
紙
で
作
ら
れ
た
、
浜
田
に
し
か

な
い
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

家
族
を
は
じ
め
、
よ
り
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
魅
力
あ
る
浜
田
市

を
築
い
て
い
く
た
め
に
も
、
石
州

半
紙
の
継
承
・
普
及
に
、
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
三
隅
分
室
）

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
な
ど
の
発
行
に
つ
い

て
　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
（
非
課
税
）
の

対
象
で
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民

年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
た
め
の

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
を
11
月
上
旬

に
送
付
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
１
日
以
降
に
、
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
２
月
上
旬
に
こ
の
控
除
証
明
書

を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
５
７
０-

０
７
０-

１
１

　

７
）

※　

Ｉ
Ｐ
電
話
の
人
は（
☎
０
３-

 

６
７
０
０-

１
１
３
０
）へ
か
け

て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

平
成
22
年
３
月
13
日

㈯
ま
で

受
付
時
間　

・

月
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時
（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
、
火
曜
日
に
振
替
）

・
火
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分

国民年金
国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
の
照
会
用
専
用

電
話
に
つ
い
て

〜
午
後
５
時
15
分

・

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

※　

前
記
以
外
の
日
お
よ
び
祝
日

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

（
本
庁
医
療
保
険
課
）

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
『
日
本
年
金
機
構
』
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す

　

国
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
に
応

え
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実

現
を
目
指
し
、
社
会
保
険
庁
は
組

織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年

金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

　

現
在
の
社
会
保
険
事
務
所
は
、

新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称

が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な

ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
利
用

で
き
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
へ
の
移
行
に
伴

い
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
何
ら
か
の

手
続
を
し
て
も
ら
う
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
社
会
保
険
事
務
所

　
（
☎
㉒
０
６
７
２
）

年　金
「
日
本
年
金
機
構
」
が

平
成
22
年
1
月
1
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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《
回
答
》

　

市
の
選
挙
は
国
政
選
挙
と
比
べ

て
期
日
前
投
票
の
期
間
が
短
い

上
、
特
に
こ
の
た
び
は
祝
日
を
挟

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
投
票
所
入
場

券
の
到
達
が
さ
ら
に
遅
れ
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
期
日

（
当
日
投
票
）
に
お
け
る
投
票
所
・

時
間
帯
を
お
知
ら
せ
し
、
受
付
処

理
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
未
着
・
紛
失

な
ど
で
こ
れ
を
持
参
で
き
な
く
て

も
、
受
付
で
本
人
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
期
日

前
・
当
日
と
も
に
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
般
の
選
挙
で
は
、

こ
の
こ
と
の
周
知
が
不
足
し
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
選
挙
に

お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
周
知
す
る
よ
う
工
夫

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
は
、
法

令
上
、
公
示
な
ど
の
日
以
後
、
速

や
か
に
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
前
２
回
の
国
政
選

挙
の
際
に
は
、
国
の
指
示
に
よ

り
、
例
外
的
に
そ
の
数
日
前
に
発

送
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
政
選

挙
に
お
い
て
は
、
投
票
所
入
場
券

を
公
示
な
ど
の
日
以
前
に
交
付
し

て
も
、
そ
の
後
転
出
し
た
人
に
係

る
選
挙
権
に
大
き
な
影
響
が
な

い
（
転
出
前
の
市
町
村
で
投
票
が

で
き
る
）
こ
と
か
ら
実
施
で
き
た

も
の
で
す
が
、
今
般
の
市
の
選
挙

に
お
い
て
は
こ
れ
が
で
き
な
い
た

め
、
法
令
ど
お
り
告
示
日
に
発
送

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
☎
内
線
４
４
１・

４
４
２
）

　

先
般
、
行
わ
れ
ま
し
た
市
長
・

市
議
選
の
投
票
所
入
場
券
が
、
私

の
家
に
は
10
月
14
日
㈬
に
届
き
ま

し
た
。

　

選
挙
は
18
日
㈰
な
の
で
、
日
曜

日
が
休
み
の
人
に
は
こ
れ
で
か
ま

わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
の
周
り
に
は
、
土
日
が
仕
事
で

平
日
が
休
み
の
人
が
い
ま
す
。
私

の
家
族
も
火
曜
日
が
休
日
で
、
ほ

か
の
日
は
朝
早
く
か
ら
夜
ま
で
仕

事
の
た
め
、
期
日
前
投
票
に
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
８
月
の
衆
議
院

選
挙
の
と
き
は
、
早
く
入
場
券
が

届
い
た
の
で
、
期
日
前
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
届
く
の
が
遅
か
っ
た
た
め
、
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
れ
で
平
等
な
選
挙
と
言
え
る

で
し
ょ
う
か
。
日
曜
日
が
休
日
の

人
が
優
先
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
選
挙
に
行
き
た
く
て
も
行
け

な
い
人
が
い
た
と
思
い
ま
す
。
次

回
の
選
挙
の
と
き
に
は
配
慮
し
て

ほ
し
い
で
す
。

【
匿
名
】

選
挙
の
投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て

　

市
で
は
市
民
主
体
の
ま
ち
の
実

現
に
向
け
、
広
く
市
民
の
声
を
聴

き
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

『
市
長
直
行
便
』
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

専
用
の
は
が
き
に
市
長
へ
の
提

言
や
意
見
を
書
い
て
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

専
用
の
は
が
き
は
、
市
内
31
か

所（
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所
・

各
公
民
館
ほ
か
）
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
合
調
整
室

　
（
☎
内
線
３
１
７
・
３
１
８
）

　

市
長
へ
の
提
言
・
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

先
日
届
い
た
市
長
直
行
便
を
紹
介
し
ま
す
。

期間　12月17日㈭・18日㈮・21日㈪・22日㈫
　　　午後５時30分～７時30分
場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口

※　本庁川側地階入口からお入りください。
問い合わせ先　本庁徴収課
　　　　　　　（☎内線２１３・２１５）

　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者医療保険料の納付・納付相談について、平
日夜間窓口を開設します。仕事などで日中の納付・納付相談が困難な人や納め忘れて
いた人は、ぜひ利用してください。

市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者医療保険料
夜間納付窓口を開設します
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証
明
書
自
動
交
付
機

　

庁
舎
改
修
工
事
に
伴
う
停
電
の

た
め
、
証
明
書
自
動
交
付
機
が
一

時
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

停
止
期
間

　

12
月
26
日
㈯
終
日

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
更
改
の
た
め
、

市
役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
お

い
て
、
関
連
す
る
業
務
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

停
止
期
間

12
月
25
日
㈮
午
後
５
時
〜
平
成

22
年
１
月
４
日
㈪
午
前
８
時
30

分
利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

・

公
的
個
人
認
証
（
電
子
証
明
）

に
関
す
る
こ
と
全
般
（
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
に
必
要
な
電
子
証
明
書
の

申
請
・
交
付
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
合
窓
口
課

　
（
☎
内
線
１
４
３
）

一時停止
証
明
書
自
動
交
付
機
・

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
の
一
時
停
止

　

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
環
境
問

題
に
取
り
組
む
市
民
組
織
と
し

て
、
今
年
２
月
に
「
は
ま
だ
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
隊
」
を
設
立
し
、
現

在
１
１
６
の
団
体
・
個
人
の
会
員

に
よ
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
に

興
味
の
あ
る
個
人
・
団
体
・
グ

ル
ー
プ
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
く
ら
し
と

環
境
課
内
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ

推
進
隊
事
務
局
（
☎
内
線
２
１

　

８
・
２
２
１
）

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊

会
員
募
集

キャンペーン抽選会の様子

　

10
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま

で
、
21
店
舗
の
協
力
に
よ
り

行
っ
た
「
は
ま
だ
マ
イ
バ
ッ

グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
は
、

２
２
、３
４
４
枚
の
応
募
が
あ
り
、

１
１
１
、７
２
０
枚
の
レ
ジ
袋
を

節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
原
油
資
源
の
抑
制
約

２
、０
０
０
Ｌ
、
そ
れ
に
伴
う
二

酸
化
炭
素
の
削
減
約
５
、４
０
０

㎏
に
相
当
し
ま
す
。
ま
た
、
約

１
、１
０
０
㎏
の
ご
み
の
減
量
化

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
抽
選
会
は
11
月
11
日
㈬

に
行
い
、
景
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
、
地
球
に
優
し
い
行
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
と
ご
み
減

量
化
の
た
め
、
買
い
物
を
す
る

皆
さ
ん
は
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
っ

て
い
ま
す
」
の
一
言
を
、
店
の

皆
さ
ん
は
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
っ

て
い
ま
す
か
？
」
の
一
言
を
お

願
い
し
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を

　
　

持
参
し
ま
し
ょ
う

　

次
の
施
設
を
市
災
害
時
指
定
避

難
所
に
追
加
指
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　

災
害
時
に
は
町
内
や
集
落
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
最
適
な
避
難
場

所
を
選
ん
で
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

施
設
名　

佐
野
町
上
町
内
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
児
童
館

所
在
地　

佐
野
町

施
設
名　

観
音
寺

所
在
地　

真
光
町

（
本
庁
総
務
課
防
災
交
通
係
）

避難所
市
災
害
時
指
定
避
難
所

の
追
加
指
定
に
つ
い
て

『
交
通
指
導
員
委
嘱
式
』を

行
い
ま
し
た

　

〜
悲
惨
な
交
通
事
故
を

　
　
　
　
　

な
く
そ
う
！
〜

　

10
月
29
日
㈭
、
浜
田
公
民
館
で

「
浜
田
市
交
通
指
導
員
委
嘱
式
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

指
導
員
の
委
嘱
期
間
は
２
年
間

で
、
現
在
23
人
の
指
導
員
が
い
ま

す
。

　

指
導
員
は
、
児
童
・
生
徒
の
通

学
路
を
中
心
に
街
頭
指
導
を
は
じ

め
、
各
種
交
通
安
全
活
動
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
交
通
安
全
に

つ
い
て
、
家
族
で
話
し
を
す
る
な

ど
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
安

全
行
動
の
習
慣
付
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

『
市
民
参
加
型
訓
練
』を
実
施

　

〜
日
頃
か
ら
の

　
　
　
　
　

備
え
が
大
切
〜

　

11
月
８
日
㈰
、
蛭
子
町
に
お
い

て
、
市
民
参
加
型
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
・
地
元
消
防
団
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
地
震
を
想
定
し
て
指
定
避

難
所
ま
で
避
難
し
て
も
ら
う
と
い

う
訓
練
で
す
。

　

訓
練
を
終
え
、
皆
さ
ん
か
ら

は
、
災
害
時
の
冷
静
な
判
断
・
素

早
い
行
動
の
重
要
性
、
災
害
時
要

援
護
者
の
把
握
の
必
要
性
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自

主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
感
じ
、

今
後
設
立
を
目
指
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、
消
防
職
員
に
よ
る
講

習
も
行
い
、
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
か
ら

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て



6広報はまだ：平成21年12月15日号

　

宅
内
の
水
道
管
が
凍
っ
て
破
裂

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
止
水
栓
か

バ
ル
ブ
（
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。）

を
閉
め
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
（
別
表
）
に
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
自
治
区

本
庁
水
道
部
工
務
一
課
工
務
係

（
☎
内
線
２
６
６
）・
業
務
係

（
☎
内
線
２
６
４
・
２
６
５
）

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
自
治
区

市
金
城
支
所
簡
易
水
道
係

（
☎
42
１
２
３
６
）

市
旭
支
所
簡
易
水
道
係

（
☎
45
１
４
５
０
）

市
弥
栄
支
所
簡
易
水
道
係

（
☎
48
２
１
１
３
）

市
三
隅
支
所
簡
易
水
道
係

（
☎
32
２
８
８
１
）

夜
間
・
休
日

市
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
㉓
３
７
２
２
）

水
漏
れ
・
破
裂
の
と
き
は
？

　

水
道
管
や
蛇
口
は
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
と
凍
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

あ
る
水
道
に
は
必
ず
防
寒
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
北
向
き
の
と
こ
ろ

○
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

○
家
の
外
に
あ
る
水
道
管

〜
寒
波
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
〜

○
保
温
材
を
巻
く
（
蛇
口
は
破
裂

し
や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全

に
包
む
）。

○
布
で
保
温
す
る
場
合
は
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
上
か
ら
巻
い
て

濡
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
特
に
朝
の
冷
え
込
み
が
予
想
さ

れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
風
呂

の
蛇
口
を
少
し
開
け
て
お
く
。

防
寒
の
仕
方

　

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
の

布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か

し
ま
し
ょ
う
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

蛇
口
や
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が

出
な
い
と
き
は
？

あ
な
た
の
水
道
に
も
防
寒
を
…

凍結災害時における指定給水装置工事事業者一覧表
【浜田自治区のみ】

町　　名 業　　者　　名
下有福町・大金町・宇野
町・上府町

○㈱合同ガスセンター
　（☎㉘０１７０）

久代町 ○㈲相生設備（☎㉒２７４７)
国分町（含む唐鐘） ○大原技研㈲（☎㉒７７１０）
下府町
（含む桜ヶ丘・物流団地）

○山陰クボタ水道用材㈱浜田営業所
　（☎㉒４１７０）

長沢町（含む西山団地・
二反田団地・菅原団地） ○㈱大広設備（☎㉒１７０４）

生湯町・松原町 ○㈱中電工浜田支社
　（☎㉒２７４０)

外ノ浦町・河内町 　㈱三浦工務店（☎㉒２１３５）

殿町・高佐町・琵琶町 　㈲ダイヤ環境衛生
　（☎㉓１１６９）

黒川町・牛市町 ○㈱電設サービス
　（☎㉒２９５４）

浅井町・田町 ○㈾石見水泉社（☎㉒０７８３）

相生町 ○山陰水道工業㈱浜田営業所
　（☎㉒１２９９)

竹迫町・朝日町・杉戸町 ○㈲安藤設備（☎㉒６５８７）
紺屋町・天満町・片庭町・
港町・原町・瀬戸ケ島町 ○㈱中島水道（☎㉓１３１５）

町　　名 業　　者　　名
錦町・新町・栄町・蛭子
町・京町・真光町・清水
町・瀬戸見町

○東洋設備㈲（☎㉓１６８５）

原井町・元浜町・大辻町・
高田町・野原町

○浜田ガス水道工事㈱
　（☎㉒０７３７)

熱田町 　浜田マルヰ㈱（☎㉖１２５０）
笠柄町・長浜町 ○マルヰ設備㈱（☎㉖０４１６）
日脚町・津摩町 　渡辺設備（☎㉓００６４）

周布町・治和町 ○シンセイ技研㈱浜田営業所
　（☎㉒８５６６）

内田町・内村町・穂出町・
吉地町 ○坂本設備（☎㉘１２５１）

折居町・西村町（含む大谷） 　㈲ガット（☎42０９９２）

後野町・佐野町・宇津井町 　勝田土地開発㈲
　（☎42０３８９)

三階町・長見町・内村町（十
文字原）・内田町（百万騎）

　㈲オーテック・システム
　（☎㉒９１２４）

横山町・田橋町・櫟田原
町・鍋石町・井野町 ○森橋設備工事（☎㉘０２３６）

凍結災害時における指定給水装置工事事業者一覧表
【簡易水道利用者のみ】

業　　者　　名

金城

㈱グリーンガス（☎42１７７８）
石州金城設備（☎42１７５６）
㈱電設サービス金城営業所
（☎42２２４６）
㈲中田工務店（☎42１２０３）
㈲日伸水道（☎42１７５２）

業　　者　　名

三隅

㈲大谷建設（☎32０１５６）
㈲岡田工務店（☎32００２５）
共栄建設㈲（☎32２９５４）
極東建設工業㈲
（☎０９３－６１８－３８５６）
河野建設㈱（☎35１１２１）

業　　者　　名

旭

㈲旭設備（☎45００２２)
㈱岡貞組（☎45１１５５)
㈲マルヤス（☎45１１２２)
㈱山本組（☎47０３１１)

三隅
㈲梅谷工務所（☎32０３３４)
MK水道（☎32１１７２）

（次ページに続く…）

平成21年10月31日現在



7 広報はまだ：平成21年12月15日号

凍結災害時における指定給水装置工事事業者一覧表
【簡易水道利用者のみ】

業　　者　　名

三隅

第一建設工業㈱（☎32０１２４)
中電プラント㈱三隅事業所
（☎32３２８７）
豊生建設㈱（☎32２３５４)
㈱三隅ガスセンター
（☎32１０３４）
三隅住設（☎32０７２５)
ヤマオカ設備（☎32１７１７）

浜田 ※　表(浜田自治区のみ)の○印の
み該当します。

益田
（0856）

㈲アイシーエス（☎㉓１２８８）
アクア設備（☎32０９９２）
㈱植松（☎㉒４９８１)
㈱内村電機工務店益田営業所
（☎㉒１６７７）
㈲大石水道工業所
（☎㉒３２５８）
㈲大畑管工（☎㉒６９６１）
角田工業㈱（☎㉕２７８０）

業　　者　　名

江津
（0855）

イワミ水道㈲（☎92０７８８）
江津水道工事㈲（☎52２０１６)
五大設備㈲（☎52２８９０)
㈲ささき設備（☎56２０８０)
石州水道工事㈱（☎52２１７６)
㈲トモエ水道（☎92０５５５)

邑南 ㈲大島商会瑞穂営業所
（☎０８５５85１５０２）

川本 松井土建㈲（☎０８５５72２６８６)

大田 山陽空調工業㈱島根支店
（☎０８５４82３３１１）

出雲 今市水道㈱
（☎０８５３㉑０００９)

広島

㈱アサ・テクノ
（☎０８２－２２９－５３１１)
ダン環境設備㈱
（☎０８２－８４５－５６９６）
中央機器設備㈱
（☎０８２－２８４－４１０１）
㈱日建管工
（☎０８２－２６３－５８３５)

業　　者　　名

益田
（0856）

㈱技研設備（☎㉒３１５８）
建興工業㈱（☎㉒４６００）
㈲金剛ホーム設備
（☎㉓１２３０)
㈱斎藤電機（☎㉒１８２２)
山陰クボタ水道用材㈱益田営業所
（☎㉓４６２５）
山陰冷暖㈱益田営業所
（☎㉒６４８８）
㈲ジェイサービス
（☎㉛１７３８)
正栄工業㈱（☎㉔１１１５）
新光プロパン瓦斯㈱西益田支店
（☎㉕２９０１）
SHINSEI工業
（☎０５０－３４６７－３４６６）
㈲水道くん（☎㉛１６０７)
太陽温調工業㈲（☎㉓１９３９）
日新建設㈱（☎㉒３３７８）

（前ページから続く…）

浜
田
市
消
防
出
初
め
式

日
時　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
〜

場
所　

東
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

（
荒
天
時
、
第
一
中
学
校
体
育

館
）

一
斉
放
水　

市
役
所
本
庁
裏
浜
田

川
金
城
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　

平
成
22
年
１
月
５
日
㈫

　

午
前
10
時
〜

場
所　

雲
城
小
学
校
校
庭
（
荒

天
時
、
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な

ぎ
）

一
斉
放
水　

雲
城
駐
在
所
前
浜
田

川
旭
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　

平
成
22
年
１
月
５
日
㈫

　

午
前
９
時
15
分
〜

場
所　

今
市
小
学
校
校
庭
（
荒
天

時
、
旭
市
民
体
育
館
）

一
斉
放
水　

今
市
小
学
校
前
加
古

屋
川

弥
栄
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
〜

場
所　

弥
栄
町
運
動
広
場
（
荒
天

時
、
弥
栄
会
館
）

一
斉
放
水　

弥
栄
会
館
裏
三
隅
川

出初め式
平
成
22
年

消
防
出
初
め
式

三
隅
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

三
隅
中
央
公
園（
荒
天
時
、

三
隅
中
央
会
館
）

一
斉
放
水　

天
満
橋
上
流
三
隅
川

※　

諸
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
消
防
本
部
警

防
課
（
☎
㉒
０
１
１
９
）

　

農
業
委
員
会
委
員
と
な
る
資
格

が
あ
る
人
は
『
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
』
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者　

次
の
す
べ
て
の
項
目
に

該
当
す
る
人

⑴　

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

⑵　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、

浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
人

⑶　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
・

10
ア
ー
ル（
約
１
反
歩
）以
上
の

農
地
で
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人

名簿作成
平
成
22
年
度

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

・

耕
作
を
営
ん
で
い
る
人
の
同
居

の
親
族
か
そ
の
配
偶
者
で
、
年

間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て

い
る
人

提
出
締
切
日

　

平
成
22
年
１
月
８
日
㈮

申
請
書
の
配
布
お
よ
び
提
出
方
法

　

平
成
21
年
度
に
登
録
の
あ
る
農

家
世
帯
の
申
請
書
は
、
12
月
中
旬

以
降
に
該
当
農
家
へ
個
々
に
郵
送

し
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

新
た
に
申
請
書
が
必
要
な
人

は
、
本
庁
農
業
委
員
会
・
市
選

挙
管
理
委
員
会
・
各
支
所
産
業

課
・
各
連
絡
係
に
あ
り
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

登
録
資
格
が
あ
る
人
で
も
申

請
書
を
提
出
し
な
い
と
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
内
線
４
２
４
・
４
２
５
）
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人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
②

ご
め
ん
ね
と　

あ
や
ま
る
き
も
ち　

う
れ
し
い
な 

周
布
小
５
年　

田　

中　

佑　

奈

心
は
ね　

君
の
さ
べ
つ
を　

見
て
い
る
よ 

長
浜
小
５
年　

加　

瀬　

海　

斗

気
持
ち
い
い　

み
ん
な
の
笑
顔
で　

ぼ
く
笑
顔 

長
浜
小
５
年　

黒　

木　

夢　

良

手
と
手
と
手　

み
ん
な
で
つ
な
げ　

心
の
輪 

長
浜
小
５
年　

道　

根　

明
日
香

命
は
ね　

一
人
一
人
の　

宝
物 

上
府
小
５
年　

荒　

木　

康　

平

自
分
か
ら　

あ
い
さ
つ
し
よ
う　

は
っ
き
り
と 

国
府
小
６
年　

尾　

林　

大　

河

悪
口
は　

一
度
い
っ
た
ら　

消
せ
な
い
よ 

国
府
小
６
年　

川　

﨑　

康　

源

お
も
い
や
り　

あ
れ
ば
人
権　

守
れ
る
よ 

国
府
小
５
年　

植　

田　

航　

生

い
じ
め
は
ね　

み
ん
な
き
ず
つ
く　

い
や
な
こ
と 

国
府
小
５
年　

横　

木　

大　

輝

集
め
よ
う　

み
ん
な
の
笑
顔
と　

優
し
い
気
持
ち 

有
福
小
６
年　

大　

﨑　

麗
衣
伽

い
や
な
こ
と　

だ
ま
っ
て
な
い
で　

言
っ
て
み
よ
う 

有
福
小
５
年　

椋　

木　

優　

士

言
っ
て
み
よ
う　

心
の
奥
の　

悲
し
い
気
持
ち 

宇
野
小
６
年　

河　

野　

夏　

帆

協
力
は　

絆
を
む
す
ぶ　

か
け
橋
だ 

宇
野
小
６
年　

佐
々
木　

勇　

哉

い
じ
め
は
ね　

こ
こ
ろ
を
す
て
る　

わ
る
い
こ
と 

三
階
小
６
年　

岩　

田　

芽　

生

育
て
よ
う　

人
を
思
う　

そ
の
気
持
ち 

三
階
小
６
年　

曽　

利　

倫　

花

笑
顔
で
ね　

み
ん
な
の
心
を　

つ
な
げ
よ
う 

三
階
小
６
年　

鶴　

田　

鮎　

美

い
じ
め
て
る　

自
分
の
心
も　

泣
い
て
い
る 

三
階
小
６
年　

山　

本　

あ
ゆ
み

育
て
よ
う　

い
じ
め
を
し
な
い　

強
い
心 

三
階
小
５
年　

筏　

津　

春　

花

あ
り
が
と
う　

言
え
た
自
分
も　

笑
顔
に
な
る 

雲
城
小
６
年　

池　

田　

春　

菜

が
ん
ば
れ
と　

い
つ
も
は
げ
ま
し　

あ
り
が
と
う 

雲
城
小
６
年　

平　

石　

華　

乃

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」 

そ
の
一
言
で　

が
ん
ば
れ
る 

雲
城
小
５
年　

千
代
延　
　
　

彩

や
さ
し
さ
で　

み
ん
な
の
心
を　

明
る
く
し
よ
う 

今
福
小
５
年　

金　

子　

妙　

花

だ
れ
に
で
も　

声
を
か
け
よ
う　

う
れ
し
い
よ 

波
佐
小
６
年　

山　

本　

裕　

也

笑
顔
で
ね　

心
の
花
を　

さ
か
せ
よ
う 

波
佐
小
５
年　

川　

口　
　
　

愛

気
づ
い
て
ね　

い
じ
め
ら
れ
た
と
き
の　

か
な
し
さ
を 

今
市
小
５
年　

北　

島　

深　

由

お
は
よ
う
と　

一
声
か
け
て　

仲
良
し
に 

今
市
小
５
年　

新　

村　

美　

咲

守
り
た
い　

み
ん
な
の
笑
顔
を　

い
つ
ま
で
も 

木
田
小
６
年　

湯　

浅　

崇　

裕

そ
の
言
葉　

人
の
心
が　

泣
い
て
る
よ 

和
田
小
５
年　

岡　

本　

菜　

月

や
さ
し
さ
が　

一
番
心
に　

し
み
わ
た
る 

市
木
小
６
年　

向　

井　

和　

同

気
づ
い
て
ね　

声
に
な
ら
な
い　

心
の
言
葉 

市
木
小
５
年　

尾　

﨑　

智　

徳

話
そ
う
よ　

心
の
と
び
ら　

開
く
た
め 

弥
栄
小
６
年　

市　

木　

友
香
里

思
い
や
り　

そ
こ
か
ら
始
ま
る　

ク
ラ
ス
の
輪 

弥
栄
小
６
年　

佐
々
本　

祐
寛
理

や
め
よ
う
よ　

な
か
ま
は
ず
し
と　

人
の
悪
口 

弥
栄
小
５
年　

三　

浦　

健
太
郎

ふ
や
そ
う
よ　

み
ん
な
が
笑
顔
の　

教
室
を 

三
隅
小
６
年　

齋　

藤　
　
　

海

あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
の
花
を　

さ
か
せ
よ
う 

三
隅
小
６
年　

西　
　
　

昂　

風

ご
め
ん
ね
と　

言
え
れ
ば
き
っ
と　

い
い
気
持
ち 

原
井
小
６
年　

渋　

谷　

崇　

志

悪
口
を　

言
わ
れ
た
と
き
は　

悲
し
い
よ 

原
井
小
６
年　

新　

畑　

歩　

希

自
分
が
ね　

言
わ
れ
て
い
や
な
事　

言
わ
な
い
で 

原
井
小
６
年　

細　

田　

優　

花

だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

そ
の
一
言
が　

だ
い
一
歩 
雲
雀
丘
小
６
年　

大　

屋　

廉　

奈

一
つ
の
言
葉　

人
の
心
を
動
か
せ
る
。
言
葉
っ
て
い
い
ね
。 
雲
雀
丘
小
５
年　

桑　

垣　

璃　

子

あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
の
心
を
、
つ
な
ぐ
に
じ
。 
松
原
小
５
年　

佐
々
岡　
　
　

潤

作
ろ
う
よ　

友
達
の
輪
と　

笑
顔
の
輪 

松
原
小
５
年　

前　

倉　

菜　

緒

や
さ
し
さ
は　

人
の
心
を　

い
や
す
ん
だ 

石
見
小
５
年　

中　

村　

百　

花

勇
気
あ
る　

言
葉
を
か
け
よ
う　

友
達
に 

石
見
小
５
年　

原　
　
　

彩　

音

い
い
ん
だ
よ　

失
敗
す
る
こ
と　

だ
れ
に
も
あ
る 

石
見
小
５
年　

平　

岡　

真　

奈

考
え
て　

そ
の
一
言
を 

も
う
一
度 

後
野
小
６
年　

勝　

田　

美　

憂

じ
ょ
う
だ
ん
は　

通
じ
な
い
こ
と
が　

あ
る
ん
だ
よ
。 

後
野
小
６
年　

向　

原　

直　

志

助
け
合
い　

仲
良
く
し
よ
う　

だ
れ
と
で
も 

後
野
小
５
年　

勝　

田　

将　

星

あ
い
さ
つ
で　

こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ
を　

つ
な
ご
う
よ 

佐
野
小
６
年　

鷹　

田　

光　

輝

さ
み
し
い
時　

声
を
か
け
て
く
れ
て　

あ
り
が
と
う 

佐
野
小
５
年　

長　

田　

梨　

花

大
切
な
の
は
心
だ
よ　

見
た
目
で
判
断　

し
な
い
で
ね 

美
川
小
６
年　

小　

川　

真　

弥

い
け
な
い
よ　

言
え
る
ぼ
く
に　

な
り
た
い
な 

美
川
小
６
年　

清　

水　

大　

我

そ
の
言
葉　

あ
な
た
の
心
も　

き
ず
つ
く
よ 

美
川
小
５
年　

田　

尾　

龍　

斗

そ
の
言
葉　

き
ず
つ
け
て
な
い
？　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？ 

周
布
小
６
年　

佐　

田　

結　

花

あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
で　

笑
顔
咲
く 

周
布
小
６
年　

寺　

迫　

未　

来

広
げ
よ
う　

思
い
や
り
と
い
う
名
の　

宝
物 

周
布
小
６
年　

稗　

田　

誉　

之

だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

一
人
じ
ゃ
な
い
よ　

ぼ
く
が
い
る 

周
布
小
６
年　

吉　

田　

浩　

士

ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
36
校
か
ら
１
、４
５
６
編
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
次
の
と
お
り

入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
（
掲
載
は
浜

田
市
関
係
の
み
）。

　

な
お
、
入
選
作
品
を
基
に
「
日
め
く
り

人
権
標
語
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
、
各

小
学
校
な
ど
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
お
よ
び
浜

田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
次
世
代

を
担
う
小
学
生
に
標
語
を
通
じ
て
人
権
尊

重
の
重
要
性
・
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
権

感
覚
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
62
年

か
ら
毎
年
、
管
内
小
学
校
５
・
６
年
生
全
児

童
を
対
象
に
「
小
学
生
人
権
標
語
コ
ン
テ

　
　
　

標    　

 

語

学
校　
　

学
年　

氏
名
（
敬
称
略
）

小
学
生
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト 

入
選
作
品
決
ま
る
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だ
れ
と
で
も　

仲
良
く
遊
べ
ば　

楽
し
い
ね 

岡
見
小
６
年　

藤　

村　

水　

優

あ
い
さ
つ
で　

は
じ
め
の
一
歩　

ふ
み
出
そ
う 

岡
見
小
５
年　

草　

野　

友　

輝

あ
り
が
と
う　

一
言
い
わ
れ
て　

ポ
ッ
カ
ポ
カ 

岡
見
小
５
年　

斉　

藤　

な
な
こ

命
は
ね　

一
つ
し
か
な
い　

宝
物 

岡
見
小
５
年　

三　

浦　

万　

歩

大
丈
夫　

勇
気
を
出
し
て　

伝
え
よ
う 

井
野
小
５
年　

山　

縣　

大　

樹

問
い
合
わ
せ
先　

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
（
☎
㉒
０
９
５
９
）

や
さ
し
さ
が　

み
ん
な
の
心　

温
め
る 

三
隅
小
６
年　

三　

浦　

純　

菜

た
く
さ
ん
の　

優
し
さ
の
花
を　

さ
か
せ
よ
う 

三
隅
小
６
年　

村　

川　

奈
津
子

や
め
よ
う
よ　

見
て
見
ぬ
ふ
り
も　

い
じ
め
だ
よ 

三
隅
小
５
年　

浅　

井　

菜　

摘

あ
り
が
と
う　

言
わ
れ
た
人
は　

う
れ
し
い
よ 

三
隅
小
５
年　

寺　

井　
　
　

実

あ
い
さ
つ
は　

人
の
笑
顔
を　

作
り
出
す 

岡
見
小
６
年　

沖　

元　

華　

奈

や
さ
し
さ
を　

そ
の
手
で
み
ん
な
に　

わ
た
そ
う
よ 

岡
見
小
６
年　

平　

野　

泰　

香

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　

県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

対
象
事
業　

平
成
22
年
４
月
１
日

㈭
〜
平
成
23
年
３
月
31
日
㈭
に

実
施
す
る
次
の
事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　

１
万
円
〜
50
万
円

（
１
件
当
た
り
）

助 成
平
成
22
年
度
「
公
益
信

託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
前
期
助
成
事
業

募
集
期
間　

平
成
22
年
１
月
15
日

㈮
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　

申
請
用
紙
【
本
庁
企

画
課
お
よ
び
各
支
所
自
治
振
興

課
（
弥
栄
支
所
は
総
務
課
）
に

あ
り
ま
す
。】
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

助
成
決
定　

平
成
22
年
３
月
下
旬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内
公

益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

事
務
局
（
☎
０
８
５
４
84
５
５

　

１
４
・
FAX
０
８
５
４
84
５
５
８

　

９
）

市における平成20年度男女共同参画推進施策進捗状況

　市では､男女共同参画の総合的かつ計画
的な推進を図るための男女共同参画推進
計画を策定し、基本目標を達成するため
に、様々な施策に取り組んでいます。
　平成20年度の男女共同参画の実施状況

について、市男女共同参画推進委員会に
て次のとおり評価をされました。また、
平成22年度までの目標値に対する平成20
年度の現状値は次のとおりです。

基本目標と評価
基本目標 平成20年度の評価

１ 個人の尊厳の確立 　人権尊重の意識づくりや環境づくりに向け様々な取り組みが行わ
れ、目標の着実な推進が図られていると評価する。

２ 社会制度・慣行の見直し
と意識改革

　各分野において制度・慣行の見直しへの意識づくりや教育・学習の
充実が図られているが、更なる推進が望まれる。

３ 政策・方針決定過程への
男女共同参画の推進

　女性のいない審議会などの比率は好転しているが、女性の参画率や
女性管理職の比率などは悪化しているので、更なる推進が望まれる。

４ 家庭・地域・職場におけ
る男女共同参画の推進

　子育て支援、農山村分野における意識啓発は図られているが、いく
つかの分野において更なる推進が望まれる。

５ 国際社会を視野に入れた
男女共同参画の推進

　前年度に引き続き積極的な取り組みも行われ、意識啓発が進んでい
ると評価する。

　平成22年度目標値に対し、
進捗状況が不十分な項目も
ありますが、男女共同参画
社会の実現に向けて積極的
に取り組んでいきますので、
今後も皆さんのご協力をよ
ろしくお願いします。
問い合わせ先
本庁企画課男女共同参画
係（☎内線３４４）　

現状値と目標値
基本
目標 項　　　　目 現状値

（H20）
目標値
（H22）

３

審議会などへの女性の参画率
（委員数518人・女性員数96人） 18.5% 35.0%

女性のいない審議会などの比率
（審議会数37・女性のいない審議会数５） 13.5% 0.0%

市女性管理職の比率
（管理職総数87人・女性管理職３人） 3.4% 10.0%

４

延長保育事業（受入可能児童数） 257人 386人
休日保育事業（受入可能児童数） 10人 60人
病後児保育事業（箇所数） １か所 ２か所
家族経営協定締結の農家数 １家 ７家

　

平
成
22
年
１
月
１
日
㈷
〜

３
日
㈰
は
日
曜
祝
日
ダ
イ
ヤ

で
運
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、

元
旦
は
午
前
９
時
以
前
の
便

で
運
休
す
る
便
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

石
見
交
通
㈱
浜
田
営
業
所

　
（
☎
㉗
２
２
１
１
）

石
見
交
通
路
線
バ
ス
正
月
の

運
行
に
つ
い
て
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税務課からのお知らせ
問い合わせ先
　本庁税務課市民税係（☎内線２２７・２２８・２３２・２３５）
資産税第一係・第二係（☎内線２３３・２３４・２３６・２３7）

平成22年度償却資産（固定資産税）の申告について

　12月は固定資産税の第3期および国民
健康保険料の第7期の納付月です。
　口座振替は12月28日㈪になります。

　個人や法人で事業を営んでいる
人は、１月１日現在の事業用償却
資産の所有状況を申告期限までに
申告する義務がありますので、必
ず申告をお願いします。

家屋の建替え

●固定資産税 Q&A

Q

　固定資産税は、毎年１月１日現在の状態で課
税されます。このため、平成21年６月に古い家

A
屋を取り壊した場合でも、平成21年度の固定資産税は課
税されます。
　なお、新しい家屋が平成21年中に完成した場合、新しい
家屋の固定資産税は、平成22年度分から課税されます。

税務課からのごあんない

申告が
必要です！

【申告期限】平成22年2月1日㈪

〈申告相談窓口設置のお知らせ〉

　償却資産の詳細については、12月上旬に送付してい
る償却資産申告書に同封の申告の手引きをご覧になる
か、本庁税務課までお問い合わせください。
　償却資産の申告書が届いていない人、またはシー
ラーはがきで申告案内があった人で申告が必要な場合
は、申告書を送付しますので本庁税務課まで連絡して
ください。

　平成20年度の税制改正で償却資産の耐用年数省令の
見直しが行われ、特に機械および装置の耐用年数が大
きく変更されました。
　平成21年度の申告において、耐用年数省令改正によ
る耐用年数の変更をしていない資産は、省令改正の適
用に関する記載が必要となりますので、該当資産の所
有者は、耐用年数の変更について申告をしてください。
　詳細は、申告の手引きや市ホームページをご覧にな
るか、本庁税務課にお問い合わせください。

耐用年数省令の改正について

　平成21年中に給与などの支払いをした人の給与支払
報告書の提出をお願いします。
提出先　本庁税務課
対　象　平成22年１月１日に浜田市に住所がある人
※　平成22年１月１日に浜田市に住所がない人につい
ては、住所地がある市区町村が提出先となります。
　　また、平成21年中に退職した人は、退職時の住所
所在地の市区町村が提出先となります。
提出方法　給与支払報告書は、正本と複本の２部を提
出してください。正本には浜田市提出用の総括表と
徴収区分仕切紙を使用してください（12月中旬に送
付する予定です）。郵送での提出も受け付けていま
す。
※　パート・アルバイトの人のものも提出してくださ
い。
※　事業所の都合あるいは、個人の都合で市民税県民
税を特別徴収（給与天引き）しないことは認められ
ていません。
提出期限　平成22年２月１日㈪

 事業主の皆さんへ

　　　平成21年６月に古い家屋を取壊し、新しい家屋を
これから新築する予定です。この間の固定資産税はどう
なりますか。

資産の売買と登記Q

　上記のとおり、固定資産税は毎年１月１日現
在の固定資産の所有者に対して課税されますが、

A
ここで言う「所有者」とは、実際の所有権にかかわら
ず１月１日現在における登記簿上の所有者のことです。
よって、平成22年１月１日現在登記簿上所有している人
が平成22年度の固定資産税の納税義務者となります。固
定資産税は、所有期間に応じた月割りや按分はありませ
んので、登記簿上の所有者に１年間分の固定資産税を納
税してもらいます。
　なお、売買契約書において「固定資産税を買主が負担
する」または、｢年度途中で固定資産税を按分する｣など
の記載がある場合においても、これは当事者間の取決め
ですので固定資産税の納税義務とは一致しません（新所
有者に対し、市から納税をお願いしたり、新所有者へ納
税証明を発行することはできません）。
　また、倉庫や物干し場など未登記の家屋に所有権の移
転がある場合は、本庁税務課に「未登記家屋所有者変更
届」を提出してください。

　　　土地と家屋を平成21年12月に売却し、登記手続を
平成22年１月に済ませる予定です。平成21年度の固定資
産税はどうなりますか。

　給与支払報告書の提出は磁気ディス
クやeLTAXで‼
　詳しくは、お問い合わせください。

償却資産の申告相談窓口を設置します。
期間　平成22年１月18日㈪～29日㈮
　　　（土・日を除く。）
時間　午前９時～午後５時
会場　市役所本庁１階市民ロビー
必要書類
　申告書類一式、法人税または所得税の確定申
告関係書類、印鑑（法人の場合は、法人印）



11 広報はまだ：平成21年12月15日号

　14年前から２年に一度、浜田市と中国北京市
石景山区の中学生が互いに訪問する生徒国際交流
事業が行われています。今年は８回目の交流の年
で、８月に中国の中学生が浜田市にやってきまし
た。また10月には、浜田市の中学生10人と引率者
が中国を５日間訪問しました。国際交流員という
仕事のおかげで、随行の一員として同行し、たく
さんの交流活動にも参加させてもらいました。ま
だまだ未熟な随行者ですが、皆さんと一緒に、い
ろいろな体験をしました。
　夏に、中国の中学生と一緒に、市内の中学生と
交流したり、海へ行ったり、石州和紙のはがきを
作ったり、美術館などいろいろな施設を見学した
り、ホームステイをしたり、柔道・茶道などたく
さんの体験をしました。
　また秋になって、浜田の中学生と北京に行っ
て、北京で交流と体験をしました。万里の長城へ
行く日は、ちょうど北京は初雪で、例年よりほぼ
１か月も早かったそうです。気温は急に20度下が
りましたが、交流活動に参加する皆さんの心は温
かく心地よいものでした。
　このような外国の青少年間の交流活動は、前の
職場で参加したこともありますが、いつも初回の
ような気持ちで、交流の日々にワクワクで、ドキ

ドキで、感動で胸がいっぱいです。子どもたちの
間に言葉は通じませんが、かわいい笑顔で一所懸
命に頑張って相手と交流する姿を見て、言葉を越
えて、国境を越えて、みんなの心は通じ合ってい
ると思いました。そして、今回の交流を通じて、
１年半住んでいる浜田のきれいな環境、素晴らし
い伝統、温かい人情を改めて感じたほか、自分の
母国中国に対しても、前よりもっと理解が深ま
り、国際交流員として、もっと頑張って前を向い
て行こうと思うようになりました。中国と日本は
近いようでまだまだ遠い国ですが、これからも今
回の交流の気持ちを忘れずに、お互いに理解を深
め、皆さんと一緒に、同じ空の下で、本当に近い
隣国の親友になれるようにと頑張ります。

同じ空の下で
浜田市国際交流員　宋潔

　

年
末
年
始
の
し
尿
の
汲
み
取
り
業
務
・

　

ご
み
処
理
場
の
休
業
日

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
各

自
治
区
の
ご
み
収
集
計
画
ど
お
り

行
い
ま
す
。

し
尿
の
汲
み
取
り

浜
田

○
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

休
業
日　

12
月
31
日
㈭
〜
平
成
22

年
１
月
５
日
㈫

○
門
田
産
業
㈲

休
業
日　

12
月
31
日
㈭
〜
平
成
22

年
１
月
４
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄

○
㈲
江
津
衛
生
公
社

休
業
日　

12
月
30
日
㈬
〜
平
成
22

年
１
月
４
日
㈪

三
隅

○
㈲
石
見
環
境
整
備

休
業
日　

12
月
31
日
㈭
〜
平
成
22

年
１
月
５
日
㈫

ご
み
処
理
場

※　

三
隅
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー

は
、
三
隅
自
治
区
の
み
搬
入
可

能
で
す
。

搬
入
時
間　

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分
、
そ
の
ほ
か
は
午
後
４

時
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

　
（
☎
内
線
２
２
３)

処　　　理　　　場 休　業　日
エコクリーンセンター（江津市波子町）
〈燃やせるごみ・燃やせる粗大ごみ〉

12月31日㈭～
平成22年１月３日㈰

市不燃ごみ処理場（生湯町）
〈燃やせないごみ・燃やせない粗大ごみ・古紙〉
石央リサイクルセンター（生湯町）
〈ペット・プラ・かん・びん〉
三隅ごみ処理センター（三隅町三隅）
〈燃やせないごみ・燃やせない粗大ごみ・古紙・
ペット・プラ・かん・びん・燃やせる粗大ごみ〉

12月29日㈫～
平成22年１月３日㈰

　

移
動
図
書
館
Ｌ
♡
Ｖ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
号
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
電

算
化
作
業
の
た
め
、
１
月
の
巡
回
を
休
み
、
２
月
か
ら
の
運
行
と
し

ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
図
書
館
（
☎
㉒
０
４
８
０
）

Ｌ
♡
Ｖ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
号
巡
回
休
止
の
お
知
ら
せ
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大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

あさひ
11月8日㈰

旭ふる里まつり2009
（市役所旭支所周辺ほか）

わ だ い 秋のイベント特集秋のイベント特集

(

あ
さ
ひ
・
み
す
み
編)

↑恒例の旭ロードレース大会「ファミリーの部」のスタート !
　ゴールでは仲良く手をつなぐ姿も !

↑オープニングは、地元今市小学校による鼓笛
　隊パレード♪

↑刑務所作業製品の販売や島根あさひ社会復帰
　促進センターなどのコーナーが設けられた矯
　正展

松
江
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
「
六ろ

子こ

」
の
ラ
イ
ブ
で
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
！

↑農林産物の品評会・即売会は毎年
　大盛況 !

みすみ
11月14日㈯・15日㈰

みすみフェスティバル
（三隅中央公園多目的広場周辺）

↑大人から子どもまで 9チームが参加しての長なわ
　とび大会

↑大道芸人の技が
　光ってます

↑ステージ上を飛び跳ねてキッズダンスをする
　子どもたち

←
消防はしご車を体験
「こんなに高く上がっ
たよ」

→
衣類や雑貨などが出品
されたフリーマーケッ
ト
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自治区のページ ま ち の自治区のページ かなぎかなぎ

　11月15日㈰、サウンドファイブ夢の音会の活動40
周年を記念した音楽イベント「青春デケデケセッ
ション夢の音村2009」が、ふれあいジム・かなぎで
開催され、約450人が来場しました。
　ステージでは、今年10月に同会の活動拠点施設
「森の公民館」館長に就任した芦原すなおさん（直
木賞作家）をゲストに迎え、自身の音楽活動を題材
にした直木賞受賞の小説「青春デンデケデケデケ」
の話が紹介された後、サウンドファイブ夢の音会に
よる軽快なバンド演奏が繰り広げられました。
　また、「カチューシャの唄」知

ち

音
いん

都市交流先の新
潟県糸

いと

魚
い

川
がわ

市
し

からは音楽バンド「ハレーション」が
特別出演し、会場は熱気にあふれました。
　同会の井川治郎代表は、「皆さんの協力でここま
で活動を続けてこられた。これからも人と人とのつ
ながりを大事にして活動していきたい。」と、今後
の活動に向けた更なる決意を語りました。

40周年記念音楽ライブ
青春デケデケセッション♪夢の音村2009

サウンドファイブ夢の音会による久々の音楽ライブ

芦原すなおさんのトーク 特別出演の「ハレーション」

◆「サウンドファイブ夢の音会」
　高校時代の同級生で結成した音楽バンド「サウンドファイブ」が母体で、現在は活動に共感する多くの仲間たちと音楽活動
を通じて地域づくりや交流活動に取り組んでいます。また、活動拠点でもある交流施設「森の公民館」の５代目館長には、小
説「青春デンデケデケデケ」（芦原すなお著、直木賞受賞作品）がサウンドファイブの経歴にとても似ていることから同会が熱
望し、今年10月から芦原すなおさんが就任しました。

　秋季全国火災予防運動期間中（11月９日～15日）
の11月10日㈫と12日㈭の両日、金城自治区内の４保
育園の園児たちが、浜田消防署の協力のもと、それ
ぞれの地域で防火活動を行いました。

保育園児による防火活動
火の用心 !防火パレード実施

　園児たちは、おそろいの法
はっ

被
ぴ

姿で「火の用心！マッチ１本火事の
もと！」と元気のよい掛け声とと
もに拍

ひょう

子
し

木
ぎ

を打ち鳴らしながら沿
道を練り歩きました。
　防火パレードを出迎えた地域の
人たちは、園児から火災予防のチ
ラシが手渡されると「ありがとう、
がんばってね。」と笑顔で応えて
いました。 「火災予防をお願いします」元気よく沿道を練り歩く園児たち

　金城三偉人（能
のう

海
み

寛
ゆたか

・島
しま

村
むら

抱
ほう

月
げつ

・岡
おか

本
もと

甚
じん

左
ざ

衛
え

門
もん

）ウォーキング大会の第３弾目となる「甚左衛門
ウォーキング大会2009」が、11月14日㈯に開催され、
約60人が参加しました。

郷土を拓
ひら

いた先人の功績を辿
たど

る
甚
じん

左
ざ

衛
え

門
も ん

ウォーキング大会2009

　この日は、雨が降るあいにくの天候でしたが、雲城公民館前を出発した参
加者たちは、岡本甚左衛門（1774～1842年）が私財を投じて築いた農業用の
堤
つつみ

や水路などを、地元ガイドの説明を受けながら巡りました。
　ウォーキング終了後は、地元の人が用意した豚汁
やサツマイモをみんなでいただき、疲れた体を癒し
ました。
　また、３大会に全て参加した34人には、大会を主
催した金城自治区６公民館連絡協議会から、完全制
覇賞として温泉入浴券が贈られました。 3 大会制覇おめでとう !新

しん

堤
づつみ

（甚左衛門堤）周辺を歩く参加者
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自治区のページ あさひ自治区のページまちのわだい あさひ

創立30周年記念演奏 ～旭中学校～ 

　旭中学校は、昭和55年に旧旭中学校と旧東中学校が統
合し、創立30周年を迎えました。
　これを記念し、10月31日㈯に開催された文化祭におい
て、学校の呼びかけで集まった保護者・卒業生と生徒ら
総勢50人による記念演奏が行われました。
　この日のために練習した新旧校歌の演奏にあわせて来
場者や生徒が合唱し、中学校の歴史をなつかしみまし
た。

棚田風景を満喫! ～棚田散策ウォーキング in 来尾～

　棚田風景を歩くことで、農村のすばらしさ
を再発見しようと11月15日㈰、旭町来尾地区
で棚田散策ウォーキングin来尾が開催され、
100人の参加者が約６キロのコースを散策し
ました。
　かかしコンテスト・棚田米のすくい取りな
どのイベントや、棚田米で作ったおにぎりや
豚汁が振る舞われ、参加者は秋の棚田を満喫
しました。

コンテストで 1位になった地元市木
小PTAのかかし

棚田米のすくい取り !紅葉しはじめた来尾地区の景色を
眺めながらのんびり散策

人権講演会 ～浜田高校今市分校～ 

　11月20日㈮、浜田高校今市分校で、ハンセン病により
療養所へ強制収容されていた、国立療養所長島愛生園の
金
きむ

泰
て

九
ぐ

さんを招いて人権講演会が開催されました。
　金さんは、ハンセン病を告知されてから療養所での生
活など自らの体験を語り、「自分たちはどう行動したら
いいのか」という生徒からの質問に「ハンセン病を知ら
ない人に、どういう病気か知らせてほしい」と話しまし
た。
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浜
田
市
民
の
み
な
さ
ま
へ

学
長　

本
田
雄
一

　

本
学
一
年
生
の
平
岡
都
さ
ん
が
何

者
か
の
手
に
よ
っ
て
、
そ
の
尊
い
生

命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

夢
の
実
現
に
向
け
て
懸
命
に
努
力

し
て
き
た
都
さ
ん
の
無
念
さ
、
手
塩

に
か
け
て
育
て
て
こ
ら
れ
た
ご
両
親

様
の
お
悲
し
み
を
思
う
と
、
言
葉
を

失
い
ま
す
。
誠
に
痛
恨
の
極
み
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
長
様
、
議
会
の
皆

様
、
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
平
岡
さ
ん
追
悼
の
た
め
、
実

に
沢
山
の
市
民
の
皆
様
か
ら
献
花
を

い
た
だ
き
、
ま
た
学
生
の
安
全
確
保

の
た
め
、
大
学
周
辺
の
街
灯
の
増

設
、
バ
ス
路
線
増
便
へ
の
ご
支
援
な

ど
迅
速
な
ご
対
応
を
い
た
だ
き
、
誠

に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　

浜
田
市
そ
し
て
市
民
の
皆
様
の
お

支
え
が
あ
っ
て
大
学
が
成
り
立
っ
て

い
る
と
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い

る
次
第
で
す
。

　

大
学
と
し
て
も
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
学

生
の
安
全
確
保
の
た
め
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
授
業
の

一
般
公
開
に
つ
い
て

　

本
年
度
も
「
現
代
し
ま
ね
学
・
入

門
」
を
秋
学
期
に
開
講
し
、
県
内
の

観
光
資
源
を
活
用
し
た
地
域
開
発
に

つ
い
て
、
県
下
の
有
識
者
を
招
へ
い

し
講
演
し
て
も
ら
い
、
学
生
の
地
域

社
会
へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
島

根
県
の
現
状
を
理
解
さ
れ
る
良
い
機

会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、参
加
料
は
無
料
で
す
。

　

授
業
は
本
学
の
大
講
義
室
１
で
金

曜
日
の
午
後
３
時
か
ら
開
講
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
務
学
生
課

　
（
☎
㉔
２
２
１
３
）

海
遊
祭
お
礼

海
遊
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

学
部
２
年　

佐
古
画
美

　

10
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
に
記
念
す

べ
き
第
10
回
海
遊
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
、
学
術
的
な
企

画
展
示
・
発
表
、
○
×
ク
イ
ズ
を
企

画
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
地
域

物
産
展
の
出
店
な
ど
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
足

を
運
ん
で
も
ら
い
、
今
年
度
も
大
盛

況
の
内
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
海
遊
祭

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
、
お
越

し
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご来場ありがとうございました！

運
動
会
お
礼

運
動
会
開
催
実
行
委
員
会
代
表

学
部
４
年　

河
野
真
志

　

浜
田
市
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

　

10
月
17
日
㈯
、
島
根
県
立
大
学
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
６
回
運
動

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
学
生
・
市
民
合
わ
せ
、

約
２
３
０
人
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
、
一
時
中
断

な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
、
本
当
に
よ
い
運
動

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
つ
な
が
り

を
作
る
場
と
し
て
運
動
会
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

来年もぜひ参加してください！

アンケートにご協力いただきありがとうございました
　島根県立大学メディアセンターでは、平成21年10月13日か
ら11月30日の期間で、学外利用者アンケートを実施しました。
アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。
　集計結果につきましては、後日発表することとし、サービス
向上の参考にさせてもらいます。
　今後とも、メディアセンターのご利用、サービスへのご理
解、ご協力をよろしくお願いします。



16広報はまだ：平成21年12月15日号

子育て

健康ひろば

子育て

健康ひろば
＆

問い合わせ先（☎本庁㉒２６１２）
本庁子育て支援課
　育成支援係
　（☎内線１７３・１９１）
　児童家庭相談係
　（☎内線１６２・１６７・１７２）
　保育係（☎内線１６５・１６６）
子育て支援センター（☎㉒１２５３）
本庁健康長寿課
　健康推進係（☎内線１５５・１６９・
　１４６・１４７）
　高齢者包括支援係（☎内線１２４・
　１４９・１５２・１５３）
　高齢者福祉係
　（☎内線１５２・１５３）
本庁地域福祉課
　地域福祉係
　（☎内線１６３・１６４）
　障害者福祉係
　（☎内線１５４・１５６・１５７）
本庁医療保険課
　国保係
　（☎内線１３４・１３５・１５８）
　医療年金係
　（☎内線１２２・１２３・１２６・
　１２７・１６８・１７０）
市金城支所市民福祉課

　（☎42１２３５）
市旭支所市民福祉課　（☎45１４３５）
市弥栄支所市民福祉課

　（☎48２６５６）
市三隅支所福祉課　　（☎32２８０６）

①
消
化
の
よ
い
た
ん
ぱ
く
質
を
適

宜
と
り
ま
し
ょ
う

　

魚
・
肉
・
大
豆
製
品
・
乳
製
品

な
ど
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
取
す
る
と

体
内
で
燃
焼
し
、
体
温
を
上
げ
た

り
、
代
謝
を
高
め
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。

か
ぜ
予
防
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

かぜ予防おすすめレシピ
②
脂
肪
を
適
量
と
り
ま
し
ょ
う

　

外
気
温
の
低
下
に
伴
い
、
体
温

も
失
わ
れ
ま
す
。
脂
肪
は
少
量
で

も
効
果
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

す
。

③
旬
の
野
菜
や
魚
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　

抵
抗
力
や
免
疫
力
を
ア
ッ
プ

し
、
か
ぜ
を
予
防
す
る
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
多
い
食
品
を

摂
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
野
菜

や
、
果
物
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
旬
の
時
期
は
栄
養
価
が
高

く
、
特
に
冬
野
菜
は
身
体
の
内
か

ら
温
め
体
温
を
上
げ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

④
不
規
則
な
生
活
を
見
直
し
、
規

則
正
し
い
食
生
活
を
し
ま
し
ょ

う
（
市
旭
支
所
市
民
福
祉
課
）

「食育」のすすめ
　気温の変化が気になる季節です。
この時期は体温調節や、ウィルスに
対する抵抗力が低下し、かぜを引き
やすい時期です。

みぞれ鍋　４人分
〈材料〉
大根おろし………中１本
たら切り身………３～４切れ
とうふ……………１丁半
白菜・ねぎなど…適量
〈調味料〉
酒…………………100ml
みりん……………大１
薄口しょうゆ……小１
塩…………………適宜
〈作り方〉
１　大根おろしはザルにあげて軽く汁気を
絞る。おろしとおろし汁に分けておく。

２　たらはさっと茹でておく。
３　とっておいた、おろし汁にだし汁と調
味料を入れ火にかける。具に火がとおっ
たら、大根おろしを加えて煮る。薬味を
加えていただく。

ご
存
知
で
す
か
？

〜
児
童
扶
養
手
当
〜

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
は
、
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
（
養
育
者
）
で
す
。

　

な
お
、
児
童
が
心
身
に
お
お
む

ね
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合

は
、
20
歳
未
満
ま
で
手
当
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

条
件

・

父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

・

父
が
死
亡
し
た
児
童
（
遺
族
年

金
受
給
者
は
除
く
。）

・

父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
児
童

（
障
害
年
金
受
給
者
は
除
く
。）

・
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
児
童

・

父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

・

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童

・

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

児
童

・

父
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

※　

い
ず
れ
の
場
合
も
国
籍
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

※　

支
給
金
額
・
支
給
期
間
な
ど

は
、
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
子
育
て
支

援
課
児
童
家
庭
相
談
係

訂
正

　
『
広
報
は
ま
だ
』
11
月
15
日

号
の
Ｐ
15
に
掲
載
し
ま
し
た
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
指
定
医
療
機
関
に
、
次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

誤　

安
東
医
院　

熱
田
町

　
　
（
☎
㉖
０
６
８
８
）

正　

安
東
医
院　

長
浜
町

　
　
（
☎
㉗
０
３
４
３
）
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時間　午後 7時～９時
日時 場　所 問い合わせ先

浜田
５日㈫ 浜田保健所

山口源吉さん（☎㉒２４９５）
19日㈫ 市総合福祉センター

金城 15日㈮ 金城老人福祉センター 市金城支所市民福祉課
旭 ７日㈭ 旭保健センター 市旭支所市民福祉課
弥栄 12日㈫ 弥栄老人福祉センター 市弥栄支所市民福祉課
三隅 ８日㈮ 三隅公民館 森脇好盛さん（☎34０７２３)

断酒会日程（1月）
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

パ
ー
ル
歯
科
２
階
研
修
室

料
金　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

佐
々
木
由
実
子

さ
ん
（
☎
０
９
０-

３
１
７
１-

１
９
９
４
）

◆
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

サ
ロ
ン

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る

人
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
は
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
19
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

石
見
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先　

齋
藤
さ
ん

　
（
☎
㉒
３
０
７
３
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
重
症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

ほ
と
ん
ど
の
人
が
軽
症
で
回
復

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
小
児
や

持
病
が
あ
る
人
は
、
治
療
の
経
過

や
管
理
の
状
況
に
よ
り
重
症
化
す

る
リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

早
期
受
診
・
早
期
治
療
を
心
が
け

て
も
ら
い
た
い
人

○
妊
娠
中
の
人

○
小
児
（
１
歳
〜
14
歳
）

○
乳
幼
児
の
保
護
者

○
慢
性
呼
吸
器
疾
患
の
あ
る
人

○
慢
性
心
疾
患
の
あ
る
人

○
糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患
の

あ
る
人

○
腎
機
能
障
害
の
あ
る
人

○
ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
な
ど
に
よ
る

免
疫
機
能
不
全
の
あ
る
人

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
を
感
じ

た
ら
は
や
め
の
対
応
を

　

次
の
症
状
を
認
め
る
と
き
は
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
へ
電
話
を
し
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

小
児
の
場
合

・

呼
吸
が
速
い
、
息
苦
し
そ
う

・

顔
色
が
悪
い
（
土
気
色
・
青
白

い
な
ど
）

・

嘔
吐
や
下
痢
が
続
く

・

落
ち
着
き
が
な
い
、
反
応
が
鈍

い
感
染
す
る
と
重
症
に
な
る
の
？

・

症
状
が
長
引
い
て
悪
化
し
て
き

た
大
人
の
場
合

・

呼
吸
困
難
ま
た
は
息
切
れ

・

胸
の
痛
み
が
続
く

・

嘔
吐
や
下
痢
が
続
く

・

３
日
以
上
発
熱
が
続
く

・

症
状
が
長
引
い
て
悪
化
し
て
き

た

　

小
児
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
脳
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

次
の
症
状
が
み
ら
れ
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
へ
電
話
を

し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
呼
び
か
け
に
答
え
な
い
な
ど
の

意
識
レ
ベ
ル
の
低
下
が
見
ら
れ

る
○
け
い
れ
ん
が
見
ら
れ
る

○
意
味
不
明
の
言
動
が
見
ら
れ
る

※　

強
い
解
熱
剤
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
脳
症
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
内
服
に
つ
い

て
は
、
必
ず
か
か
り
つ
け
の
医

師
に
相
談
し
て
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

(

本
庁
健
康
長
寿
課)

小
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症

に
つ
い
て

母
子
家
庭
の
母
の
た
め
の

就
労
支
援
事
業

　

市
で
は
仕
事
を
探
し
て
い
る
母

子
家
庭
の
母
の
た
め
の
就
業
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
登
録
を
し
た
人
を
対
象

に
、
就
業
や
転
職
の
相
談
受
付
、

求
人
情
報
の
提
供
な
ど
の
手
助
け

を
す
る
事
業
で
す
。

　

ま
た
「
ど
ん
な
職
種
が
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
。」
と
悩
ん
で
い
る

人
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

対
象　

母
子
家
庭
の
母（
た
だ
し
、

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

は
除
く
。）

受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
。）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所　

市
役
所
本
庁
１
階
子

育
て
支
援
課

料
金　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
子
育
て
支

援
課
児
童
家
庭
相
談
係

健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、健
康
相
談

日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

○
禁
煙
相
談
（
要
予
約
）

　

個
別
相
談
・
禁
煙
支
援
相
談

日
時　

12
月
25
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

い
ず
れ
も
市
役
所
本
庁
地

階
健
康
相
談
室

※　

予
約
し
た
時
間
に
来
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

○
が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン

　

サ
ロ
ン
は
が
ん
患
者
や
家
族
が

自
由
に
話
し
合
え
る
場
所
で
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
が
ん
患
者
サ
ロ
ン

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

◆
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
益
田

日
時　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

益
田
赤
十
字
病
院

問
い
合
わ
せ
先　

が
ん
患
者
サ
ロ

ン
代
表
者　

納
賀
良
一
さ
ん

　
（
☎
０
８
５
６
㉒
０
７
７
２
）

◆
サ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り

日
時　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

◆
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田

日
時　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

石
見
公
民
館

料
金　

無
料
（
た
だ
し
冷
暖
房
費

の
み
１
０
０
円
）

◆
日
曜
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田

日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日
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　休日に病気になったら、休日
応急診療所や在宅当番医を利用
してください。
○休日応急診療所
開設時間　午前10時～午後４時
場所　市役所本庁地階
　（☎㉒２６１２）
問い合わせ先　本庁地域医療対策課（☎内線２１６） 

１月の休日診療 日  当番医
２日㈯ 神　田　　　滋
３日㈰ 小　池　茂　之
10日㈰ 島　田　康　夫
11日㈷ 石　根　昌　幸
17日㈰ 瀧　川　すみ子
24日㈰ 斎　藤　寛　治
31日㈰ 中　村　　　眞

※　当番医が変更になることがあります。

○在宅当番医　開設時間　午前８時30分～正午
日 病　院　名  住　所 電話番号
１日㈷ 大屋医院 弥栄町長安本郷 48２００８
２日㈯ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 44０００１
３日㈰ 野上医院 三隅町三隅 32００３１
10日㈰ 中村医院 三隅町三隅 32００２１
11日㈷ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 48５００１
17日㈰ 金城沖田医院 金城町七条 42１８００
24日㈰ 酒井外科内科医院 旭町今市 45０２２２
31日㈰ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 32４３４３

心
の
健
康
管
理
も
大
切
に

日
ご
ろ
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

心
と
身
体
の
休
養
は
、
食
生
活

や
運
動
と
と
も
に
健
康
に
と
っ
て

大
切
な
要
素
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
、
多
か
れ
少
な
か

れ
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
毎
日
の

生
活
の
中
で
、
身
体
の
疲
れ
を
休

養
で
と
る
よ
う
に
、
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
て
気
分
転
換
を
す
る
こ
と

で
心
の
疲
れ
も
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解

消
法
を
身
に
つ
け
て
、
健
や
か
で

い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
相
談
機
関
を
上
手
に
利

用
す
る
こ
と
も
と
て
も
大
切
で

す
。
悩
み
や
心
配
事
を
１
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
職
場
の
産
業
医
や

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
保
健
師
や
専
門

医
な
ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。（

市
金
城
支
所
市
民
福
祉
課
）

　
「
病
は
気
か
ら
」
と
昔
か
ら
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
心
が
疲
れ
て
い

る
と
身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
変
調
が

現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
疲
れ

が
少
し
ず
つ
た
ま
っ
て
い
く
よ
う

に
、
ス
ト
レ
ス
も
長
期
間
か
か
り

続
け
る
と
身
も
心
も
疲
れ
き
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　
「
は
い
」
が
ほ
と
ん
ど
毎
日
続

い
て
い
る
場
合
が
２
項
目
以
上
あ

れ
ば
、
次
の
「
う
つ
状
態
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ストレスをチェックしてみましょう

１　毎日の生活に充実感がない。　　はい・いいえ
２　これまで楽しんでやれたこと
　　が楽しめなくなった。　　　　　はい・いいえ
３　以前は楽にできていたことが、
　　今ではおっくうに感じられる。　はい・いいえ
４　自分は役に立つ人間だと思わ
　　ない。　　　　　　　　　　　　はい・いいえ
５　わけもなく疲れたような感じ
　　がする。　　　　　　　　　　　はい・いいえ

あてはまる方に○をつけましょう

うつ状態チェックリスト

39点以下
抑うつ傾向は乏しい
今のところは安心で
す。今後もストレス
と上手に付き合いま
しょう。

40～49点以下
軽度の抑うつ傾向あ
り
うつ病の予備軍かも
しれません。相談し
ましょう。

50点以上
中程度の抑うつ傾向
あり
ぜひ、専門医に診て
もらいましょう。

【ツング変法】 めったに
ない

時々
ある

しばしば
ある

いつも
ある

１　気分が沈みがちで憂うつである 1 2 3 4
２　ささいなことで泣きたくなる 1 2 3 4
３　夜、よく眠れなかったり、朝早く目が覚める 1 2 3 4
４　最近、体重が減ってきた 1 2 3 4
５　便秘がちである 1 2 3 4
６　ふだんよりも動悸がする 1 2 3 4
７　わけもなく、疲労感があり、疲れがとれにくい 1 2 3 4
８　落ち着かず、じっとしていられない 1 2 3 4
９　ふだんから、イライラ感がある 1 2 3 4
10　自分がいない方がみんなのためだと思う 1 2 3 4
11　一日のうちで、朝方に気分の悪さがある 1 2 3 4
12　食欲不振がある 1 2 3 4
13　異性に関心がない(性欲がない) 1 2 3 4
14　気分はふだんより、さっぱりしない 1 2 3 4
15　手慣れた仕事もテキパキとできない 1 2 3 4
16　将来のことに、希望が持てない 1 2 3 4
17　決断力がなく、迷うことが多い 1 2 3 4
18　自分が役に立つ人間だと思わない 1 2 3 4
19　毎日の生活に張りと充実感がない 1 2 3 4
20　今の生活自体に満足していない 1 2 3 4

合　　　計
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INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　

日　

平
成
22
年
１
月
17
日
㈰

場　

浜
田
ダ
ン
ボ
ー
ル
㈱（
内
村
町
）

前
ス
タ
ー
ト
〜
第
四
中
学
校
ゴ
ー

ル
参
加
区
分　

男
子
１
部
＝
中
学
校
、

２
部
＝
高
校
、３
部
＝
職
域（
同
一

職
場
で
構
成
）、
４
部
＝
同
好
会

女
子
１
部
＝
中
学
校
、
２
部
＝
一

般
・
高
校

チ
ー
ム
編
成　

監
督
１
人
・
選
手
５

人
・
補
員
２
人

※　

小
学
生
の
参
加
は
認
め
ま
せ
ん
。

料　

１
チ
ー
ム
７
、０
０
０
円（
中
学

　

校
・
高
校
チ
ー
ム
は
３
、０
０
０

円
）

第
47
回
浜
田
市
駅
伝
競
走

大
会
出
場
チ
ー
ム

申
込
締
切
日　

12
月
24
日
㈭
必
着

申
込
方
法　

市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
、
ま
た
は
大
会
事
務
局
へ
送
付

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
併

せ
て
、
参
加
料
を
郵
便
振
替
で
振

り
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
口
座
番
号

０
１
３
６
０-

５-

７
２
９
４
５
浜

田
市
陸
上
競
技
協
会
）。

h
ttp
://w

w
w
16.o

cn
.n
e.jp

/
̃ham

ariku/

申
・
問　

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

　

セ
ン
タ
ー
レ
ン
ト
内
浜
田
市
駅
伝

　

競
走
大
会
事
務
局　

小
倉
広
文
さ

　

ん【
〒
６
９
７-

０
０
２
７
殿
町
７

　

５-

８（
☎
・
FAX
㉒
４
１
４
１
）】

旭受
付
期
間　

12
月
22
日
㈫
〜
平
成
22

年
１
月
13
日
㈬

市
営
住
宅
入
居
者

募集住宅

敷金　家賃の月額の３か月分

住宅種別 募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
①
公営住宅

あさひインターハイツ
２号棟（３LDK）

丸原

平成11年度

各１戸

23,000円～
39,800円

②
特定公共
賃貸住宅

あさひインターハイツ
１号棟（３LDK） 平成10年度 45,000円

あさひインターハイツ
３号棟（２LDK） 平成18年度 36,000円

あさひインターハイツ
５号棟（１DK） 平成19年度 23,000円

ニュー旭ヶ丘（３LDK） 今市 平成８年度 ２戸 40,000円

す
。）

・

収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者
世

帯
・
障
害
者
を
含
む
世
帯
・
子
育

て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど

も
の
い
る
世
帯
）
な
ど
は
、
収
入

月
額
が
21
万
４
千
円
以
下
で
あ
る

世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員
の

年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）
か
ら

控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。）
を
引
い
て
12
で

割
っ
た
額
で
す
。

・

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・

市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・

現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
人

※　

あ
さ
ひ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ツ
５
号

棟
は
単
身
向
け
住
宅
で
す
。

・

収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る
世

帯
（
基
準
に
満
た
な
い
所
得
の
場

合
は
、
所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ

る
人
）

・

自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収
入

基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

　

宅
管
理
事
務
所（
☎
㉕
０
５
３
５
・

FAX
㉕
０
５
３
６
）

入
居
資
格　

次
に
掲
げ
る
条
件
を
満

た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
公
営
住
宅

・

現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
害
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど

は
単
身
で
も
申
し
込
み
が
可
能
で

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告
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料

広

告

　

廃
油
の
石
け
ん
作
り
を
通
し
て
、

石
け
ん
や
水
環
境
の
問
題
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。

日　

平
成
22
年
１
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
実

習
室

定　

先
着
15
人

料　

３
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
き
あ
い
あ

い
（
☎
０
９
０-

３
７
４
３-

０
８

　

１
６
）

E
m
ail:npo_w

akiaiai@
yahoo.

co.jp エ
コ
ラ
イ
フ
学
習
会

〜
廃
油
で
石
け
ん
を
作
ろ
う
〜

　

三
隅
地
区
生
涯
学
習
地
域
推
進
委

員
会
で
は
、「
自
然
と
遊
ぶ 

し
い
た

け
原
木
栽
培
」
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
、
原
木
を
玉
切
り
し
、
穴
を
開

け
、
菌
を
植
え
込
み
、
持
ち
帰
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
順
調
に
い
け
ば
、
秋

に
は
収
穫
で
き
ま
す
。
豚
汁
も
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

日　

平
成
22
年
１
月
17
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

場　

海
老
谷
作
業
場

集
合
場
所　

三
隅
公
民
館

定　

50
人
程
度

料　

３
０
０
円
（
原
木
３
本
程
度
・

豚
汁
）

申
込
締
切
日　

平
成
22
年
１
月
９
日

㈯
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

服
装
は
、
防
寒
着
・
汚
れ
て
も

い
い
服
で
、
軍
手
・
お
茶
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

三
隅
公
民
館

　
（
☎
32
０
５
０
０
）

自
然
と
遊
ぶ

し
い
た
け
原
木
栽
培

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装

備
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ

て
対
応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
人
を

自　

衛　

官

養
成
す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者

な
ど
を
採
用
す
る
制
度
で
す
。

受
付
期
間　

平
成
22
年
１
月
８
日
㈮

ま
で

応
募
資
格　

平
成
22
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

第
１
次
試
験
日　

平
成
22
年
１
月
23

日
㈯

試
験
会
場　

浜
田
合
同
庁
舎

問　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
㉒
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

shim
ane/

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
よ

り
も
多
様
な
働
き
方
を
対
象
と
し
、

シ
ニ
ア
向
け
の
求
人
情
報
な
ど
の
提

供
や
就
職
活
動
に
関
す
る
個
別
相

談
、
就
職
・
就
業
支
援
講
座
な
ど
を

行
い
ま
す
。
国
（
島
根
労
働
局
）
の

委
託
に
よ
る
公
的
な
事
業
で
す
の

で
、
登
録
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
無

料
で
す
。

対
象　

55
歳
以
上
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
求
職
中
ま
た
は
定
年
後
も
何
ら

か
の
形
で
働
き
続
け
た
い
人

日　

毎
月
20
日
（
12
月
は
21
日
㈪
）

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
説
明
会

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

申
・
問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
１
２
０-

７
８-

１
１
４
２

ま
た
は
㉓
４
６
８
０
）

迎
春
！
石
見
神
楽「
恵
比
寿
」

　

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
石
見
神
楽

「
恵
比
寿
」
を
子
ど
も
神
楽
の
皆
さ

ん
に
上
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日　

平
成
22
年
１
月
１
日
㈷
・
２
日

㈯

　

午
後
０
時
20
分
〜
（
約
30
分
）

場　

２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

日
曜
講
座

凧
を
つ
く
っ
て
、
揚
げ
て
み
よ
う
♪

対
象　

ど
な
た
で
も

日　

平
成
22
年
１
月
３
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

定　

先
着
30
人

料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
越
し
で
の
観
覧

と
な
り
、
撮
影
は
で
き
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ
ん

の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、
当
面
の

間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休
止
し
ま

す
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て

は
、
公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ア
ク
ア
ス
か
ら

 

（
☎

３
９
０
０
）
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香
典
返
し

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
田
町　

垰

登
代
子　

▽
朝
日
町　

俵
美
代
子　

▽
高
田
町　

佐
々
木
孝
昭

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
原
町
＝
▽
長

浜
町　

山
根
昇　

○
日
脚
＝
▽
日
脚

町　

川
本
黎
子

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
周
布
１
＝
▽

周
布
町　

小
竹
伸
雄　

○
美
川
＝
▽

内
村
町　

小
松
原
尚
宏

◎
浜
田
福
祉
会
へ　

▽
原
井
町　

志

田
尾
政
孝　

▽
内
村
町　

小
松
原
尚

宏◎
美
川
苑
へ　

▽
原
井
町　

志
田
尾

政
孝

◎
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
美
川

苑
へ　

▽
長
浜
町　

長
見
千
鶴
子

◎
美
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

▽
長
浜
町　

長
見
千
鶴
子

◎
か
な
ぎ
園
へ　

▽
金
城
町
七
条　

田
中
工

そ
の
他
寄
附

◎
松
風
園
へ　

▽
殿
町　

上
井
友

広　

▽
長
浜
町　

岩
本
妙
子　

▽

奈
良
市　

世
古
修　

▽
島
根
浜
鷺

吟
詠
会
浜
田
中
央
支
部

◎
さ
ざ
ん
か
へ　

▽
金
城
町
波
佐

長
田
キ
ミ
ヱ

◎
浜
田
郷
土
資
料
館
へ　

▽
元
浜

町　

竹
根
泰
江

　

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の

協
力
を
受
け
、
内
田
町
で
発
掘
調
査

さ
れ
た
道
休
畑
遺
跡
の
弥
生
時
代
の

土
器
（
約
１
８
０
０
年
前
）
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。
平
成
19
・
20
年
に
浜

田
三
隅
道
路
建
設
に
伴
い
調
査
さ
れ

た
も
の
で
、
浜
田
市
で
は
初
め
て
調

査
さ
れ
た
大
規
模
な
弥
生
時
代
の
ム

ラ
の
生
活
を
実
物
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日　

平
成
22
年
１
月
５
日
㈫
〜
３
月

20
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※　

月
曜
日
と
、
祝
日
の
翌
日
は
休

館
日
で
す
。

場　

浜
田
郷
土
資
料
館

料　

無
料

問　

浜
田
郷
土
資
料
館

　
（
☎
㉓
６
４
５
３
）

◎
市
奨
学
基
金
へ　

▽
三
隅
町
湊

浦　

谷
榮

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

弥
生
の
ム
ラ　

道
休
畑
遺
跡

―
浜
田
三
隅
道
路
発
掘
調
査
展
―

ふ
る
さ
と
寄
附

◎
石
州
浜
田
城
整
備
事
業
へ　

▽

静
岡
県
函
南
町　

三
浦
光
男

◎
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

事
業
へ　

▽
東
京
都
世
田
谷
区　

目
代
君
子

　

ス
ケ
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で

す
。
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
冬

休
み
は
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
初
め
て
の
人
は
、
ス
ケ
ー
ト

ア
ー
ム
（
補
助
器
具
）
を
使
う
と
安

全
で
楽
し
く
滑
れ
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
教
室
開
催
中

日　

初
心
者
教
室　

11
月
〜
３
月
の

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

第
２
・
４
日
曜
日　

午
前
10
時
〜

11
時

　

初
心
者
・
中
級
者
教
室　

11
月
〜

４
月
の
毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時

〜
11
時

料　

滑
走
料
５
０
０
円
・
貸
靴
料

４
０
０
円
・
教
室
料
５
０
０
円

（
初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円
）

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
（
初
心
者
歓
迎
）

日　

毎
週
月
・
木
曜
日

　

午
後
８
時
〜
10
時

料　

１
、０
０
０
円

申
込
方
法　

い
ず
れ
も
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

ス
ケ
ー
ト
教
室
は
、
段
階
指
導

で
す
の
で
連
続
受
講
で
き
な
く
て

も
結
構
で
す
。

年
末
年
始
の
開
館
お
よ
び
時
間
案
内

　

12
月
26
日
㈯
〜
平
成
22
年
１
月
５

日
㈫
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

ま
で
開
館
し
ま
す
。

平
成
22
年
１
月
の
休
館
日

　

１
月
６
日
㈬
〜
８
日
㈮
・
13
日

㈬
・
14
日
㈭
・
20
日
㈬
・
27
日
㈬

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

　

平
成
22
年
１
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　

西
日
本
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

申
・
問　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

　
（
☎
・
FAX
㉘
１
３
０
０
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
開
催
が
中
止
ま
た
は
延
期
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

開
催
状
況
な
ど
詳
し
く
は
、
主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
本
庁
総
務
課
庶
務
広
報
係
）

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
自
粛
に
つ
い
て
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あ
わ
せ
て
、
観
覧
者
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
作
品
が
、

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
子
ど
も

た
ち
が
描
い
た
ア
ン
パ
ン
マ
ン
で

す
。
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
た

ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
小
さ
な
手
で
一
生

懸
命
貼
り
合
わ
せ
て
で
き
た
バ
イ
キ

ン
マ
ン
な
ど
、
市
内
30
園
か
ら
合
計

１
、０
７
６
点
が
大
集
合
し
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
作
品
ば
か

り
で
、
展
示
室
を
に
ぎ
や
か
に
彩
っ

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
や
な
せ
さ
ん

と
浜
田
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
ア

ン
パ
ン
マ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期　

平
成
22
年
１
月
11
日
㈷
ま

で

平成23年５月31日までに
全世帯義務化

住宅用火災警報器の設置を!

人　口（11月末日現在）
（単位 : 人）

世 帯 男 女 総 数
浜　田 19,637 20,766 23,285 44,051
金　城 1,922 2,335 2,542 4,877
旭 1,418 1,549 1,669 3,218
弥　栄 730 747 838 1,585
三　隅 2,886 3,272 3,689 6,961
合　計 26,593 28,669 32,023 60,692

 マイバッグ持参運動展開中

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
現
在

『
や
な
せ
た
か
し
の
世
界
展
〜
み
ん

な
の
ヒ
ー
ロ
ー
ア
ン
パ
ン
マ
ン
〜
』

を
開
催
中
で
す
。

　

本
展
は
、
画
業
60
年
と
ア
ン
パ
ン

マ
ン
誕
生
40
年
を
記
念
し
て
、
や
な

せ
さ
ん
の
足
跡
を
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

絵
画
や
絵
本
原
画
、
雑
誌
「
詩
と
メ

ル
ヘ
ン
」
の
表
紙
原
画
な
ど
、
約

１
２
０
点
の
作
品
を
通
し
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

■
正
月
ス
ペ
シ
ャ
ル
神
楽
！

　

年
初
め
の
石
見
神
楽
を
家
族
そ

ろ
っ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
１
月
３
日
㈰

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

出
演　

美
川
西
神
楽
保
存
会

場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　

無
料

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ミ
ニ
凧
と
羽
子
板
づ
く
り
》

　

部
屋
の
中
で
も
飛
ば
し
て
遊
べ
る

か
わ
い
い
ミ
ニ
凧
、
お
正
月
ら
し
い

羽
子
板
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
！

◎
１
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

●
参
加
費　

ミ
ニ
凧　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

羽
子
板　

３
０
０
円

《
べ
っ
こ
う
あ
め
づ
く
り
》

　

砂
糖
を
使
っ
て
、
べ
っ
こ
う
あ
め

を
作
っ
て
食
べ
よ
う
！

◎
１
月
９
日
㈯

●
参
加
費　

１
０
０
円

《
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ク
ッ
キ
ー
》

　

い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
か

わ
い
い
ク
ッ
キ
ー
作
り
に
挑
戦
し
よ

う
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
す

る
か
も
！

◎
１
月
10
日
㈰
・
11
日
㈷

●
時
間　

午
後
１
時
〜
・
２
時
〜
・

３
時
〜

●
定
員　

各
回
先
着
20
人
程
度

●
参
加
費　

２
０
０
円

平
成
22
年

　
　

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
　

年
末
年
始
の
休
館
日

12
月
28
日
㈪
〜
平
成
22
年
１
月

１
日
㈷

平
成
22
年
1
月
の
休
館
日

　
（
月
曜
日
）
４
日
・
18
日
・
25
日

　
（
展
示
替
）
12
日
㈫
〜
15
日
㈮

や
な
せ
た
か
し
の
世
界
展

好
評
開
催
中

子どもたちの作品

《
か
ん
た
ん
版
画
の
福
袋
》

　

紙
や
布
・
ひ
も
が
入
っ
て
い
る
福

袋
。
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
紙
版
画

を
作
っ
て
み
よ
う
。

◎
１
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

●
参
加
費　

１
０
０
円

《
七
宝
で
作
品
づ
く
り
》

　

七
宝
の
技
法
で
ス
テ
キ
な
ブ
ロ
ー

チ
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
！

◎
１
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
時
間　

午
後
１
時
〜
・
２
時
〜
・

３
時
〜

●
講
師　

杉
本
健
治
さ
ん

●
定
員　

各
回
先
着
20
人

●
参
加
費　

３
０
０
円

《
世
界
の
お
面
で
変
身
し
よ
う
！
》

　

い
ろ
い
ろ
な
国
の
伝
統
的
な
お
面

を
参
考
に
し
て
、
か
っ
こ
い
い
お
面

を
作
ろ
う
。

◎
１
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

●
参
加
費　

１
０
０
円

※　

活
動
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
４
時
ま
で
で
す
。
当
日
、
１
階

受
付
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

展示室の様子

アンパンマンクッキー


